
 

 

 

 

 

 

 

「合唱祭を終えて 〜響き合う歌声、心がつながった一日〜」 

                                 

副 校 長  加 園 信 一 
 

木々の葉が色づき始める１０月２８日（水）、本校の合唱祭をいちょう
ホールにて開催いたしました。当日は、お忙しい中ご来場いただきまし
た保護者の皆様、地域の方々に心より感謝申しあげます。  

 
今年度の合唱祭実行委員が掲げたスローガンは「歌え、今しかないこ

の瞬間を」でした。この言葉のとおり、生徒たちは限られた時間のなか
でパートリーダーを中心に練習を重ね、より良い合唱を創り上げようと
全力を尽くしてきました。当日の舞台でも、そのかけがえのない瞬間を
大切に歌い上げていたと思います。  
 
中学生の合唱の醍醐味は、心身の成長とともに変化する声の重なりに

あります。初々しい１年生の声が学年とともに深みを増し、最高学年で
ある３年生になると、華やかなソプラノ、深みのあるアル
ト、そして力強い男声が美しく溶け合い、見事なハーモニ
ーを生み出します。日々の練習の中では、「全体のバランス
をうまく取ろう」など、生徒同士が主体的に意見を交わし、
音楽に向き合う姿が見られました。各担任は、その真剣な
眼差しに、子どもたちの確かな成長を実感せずにはいられ
ませんでした。  

 
迎えた本番、少しの緊張感のなかで舞台に立つ生徒たちの表情は頼も

しく、どのクラスも練習の成果を存分に発揮し、ホールいっぱいに素晴
らしい歌声を響かせてくれました。クラス合唱・学年合唱・団合唱どれ
も生徒たちの気持ちが一つになり、鳥肌が立つほどの感動的なハーモニ
ーが会場を包み込みました。まさに「団体戦」として仲間とともに歩ん
だ軌跡そのものでした。  

 
クラスみんなで声を合わせ、一つの音楽を創り上げること

は、中学校の日常では当たり前の光景です。しかし、社会に
出てからこのような経験を仲間と分かち合う機会は、実は
そう多くありません。義務教育の最後の三年間という限ら
れた時間の中で、生徒たちが仲間と心を合わせ、汗を流した
経験は、将来必ず彼らを支える宝物になるはずです。  

 
行事を一つ越えるたびに、生徒たちは大きく成長していきます。今回

の合唱祭を通して得た感動と一体感を自信に変えて、これからの学校生
活をさらに充実させていってほしいと願っています。  
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～第４６回 合唱祭～ 
 合唱祭では、各クラス積み上げた成果を舞台で発揮していました。  
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～３年生 修学旅行 （奈良・京都方面）～ 
１０月１４日（水）～１６日（金）の２泊

３日で、修学旅行に行ってきました。中学校

生活の集大成の１つとしての宿泊行事でし

た。奈良（平等院鳳凰堂・奈良公園）観光、

京都市内班活動、京都タクシー行動等、各自

知見を広めた充実した３日間を送ることがで

きました。  

 
～甲ノ原中生の活躍紹介～  
〇卓球部  

◆令和８年度  八王子市中学校新人卓球大会  
  今大会の成績により都大会進出  

Ｉ・Ｉ  さん  （今大会ベスト１６）  
Ｍ・Ｙ  さん  （今大会ベスト１６）  

Ｔ・Ｓ  さん  

Ｎ・Ｕ  さん  

Ｓ・Ｒ  さん  

 

１１月の主な行事 

２日（月）進路面談（３年のみ） 

     １０分繰り上げ時程（全学年） 

         ～６日（金）まで 

４日（水）午前中授業（給食あり） 

９日（月）安全指導・復習確認テスト（３年） 

１６日（月）期末考査【国・英・音】 

１７日（火）期末考査【社・理・保体】 

１８日（水）期末考査【数・美・技家】 

      一斉委員会 

２０日（金）中央委員会 

２１日（土）学校公開（３時間授業） 

         １０分繰り上げ時程 

２４日（火）全校朝礼 

２５日（水）校外学習（２年） 

      いじめ予防授業（１年） 

２７日（金）避難訓練 

３０日（月）三者面談（全学年） 

      【午前中授業（給食あり）】 

１０分繰り上げ時程 

      ～１２月４日（金）まで 

 

ＳⅭ（スクールカウンセラー）来校日 

４日（水）、１１日（水）、１８日（水） 

２５日（水） 

 

※「甲中だより」は、プリントではなく Home&Schoolにて配信させていただいています。 


